
近 畿 支 部 第5回 総 会 講 演 要 旨

昭 和32年11月2日 広島医師会館に於いて

(1)抗 生 物 質 の 力 価 に 及 ぼ す 性

Hormoneの 影 響 に つ い て(第3報)

吉 田 正 身

広島大学医学部薬理学教室

抗生物質の体内消長に及ぼす性Hormone(H)の 影響,

並びに肝に於ける抗生物質と性Hと の関係については前

報で報告したが,今 回は更に肝,副 腎及び血清中Cho・

!esterin(Ch)代 謝について実験を行い,次 の如き成績

を得た｡

A)結 合Ch量 に及ぼす影響｡

1)性H適 用時には概 して肝,副 腎及び血清中Ch

量は減少する｡な かでも同性H連 続適用時に,そ の度

が最も大である｡

2)抗 生物質単独適用時には,Pで は肝で著明に減

少するが,副 腎及び血清では殆ど変化ない｡SMで は肝,

副腎で減少し,血 清中では増加する｡AMで は肝で減少

し,血 清中で増加,副 腎では増加もしくは変化ない｡こ

の場合,肝 では副腎,血 清に くらべて明らかに減少する｡

3)抗 生物質の作用に対する性Hの 影響｡

Pで は同性及び異性H連 続適用時,肝, .血清,副 腎

のいずれも減少の度が大となる｡SMで は肝でその度が

大となり,血 清中で減少の傾向,副 腎では変化ないか,

あるいは減少する｡AMで は肝,血 清中で減少し,SM

と概ね同一傾向であるが,副 腎では著明な変化はない｡

以上の如く,い ずれの場合も肝では明らかに減少する｡

B)肝 遊離Chと 総Chの 比に及ぼす影響｡

P,SM及 びAMは いずれも肝遊離Chを 増加し,

性Hは その度を高める｡な お,性H1回 適用群に比

し,6回 連続適用群ではその度が高い｡

なお,以 上の実験に於ける血清中抗生物質濃度は,前

報 と同一傾向であつた｡

C)上 記の成績並びに前報の成績より,肝 に 於ける

抗生物質の力価,性H及 びChの3者 の相互関係につ

いて,次 の如き考察を行つた｡

抗生物質は肝中でその力価を減弱し,性Hは その度

を高める｡性Hは 肝結合Chか ら遊離Chへ の分解過

程を高め,各 抗生物質も同様の作用がある｡な お,両 者

を併用する際,そ の度は大 となる｡従 つて,肝 に於ける

抗生物質の力価の低下と結Chの 分解 との間には,直 接

あるいは間接のいずれに しても,何 らかの因果関係があ

るもののように推測される｡各 抗生物質の間には,や や

趣きを異にする点がある｡す なわち,Pで は男性及び女

性Hの いずれも明らかに力価は減弱する｡SMで は著

明ではない｡AMで は女性Hは 減弱の度が少い｡

以上の成績は,抗 生物質の体内消長に及ぼす性Hの

影響と多くの点で一致する｡

(2)ペ ニシ リン中毒に及ぼす 自律神

経毒の影響 第2報

岡 村 義 久

広島大学医学部薬理学教室

先に私はマウスを用いPenicillinG(Pc)中 毒に及ぼ

す自律神経毒の影響について観察 し,対 照群 に比 し,

Ach・DFP・Eserine前 処置群に於いてはPc中 毒発生

率の増大を示 し,Adrenalin前 処置群では軽度に,

Atropine前 処置群では著明にPc中 毒発生率の低下を

来すことを報告した｡

今 回マウス並びに家兎を用いて,Pcの 血清及び臓器

内分布に及ぼす自律神経毒の影響を観察したので,そ の

成績を発表する｡

1・Pc100,000u/kg適 用家兎の血中濃度は20分 で

最高を示 し,そ の後急速に下降し4～6時 間で消失した｡

Pe200u・/9適 用マウス組織濃度は,20分 後に於いて,

腎〉肝〉血清〉肺〉脾〉脳の順であろた｡

2・AchDFP・Esの 投与によりPcの 血中濃度の

ピークが大 となり,消 失も早 くなる｡こ の傾向は連続投

与の回数にほぼ比例 して明らかになる｡組 織濃度は脳で

は潟血及び非潟血のいずれに於いても,対 照例よりも明

らかに大 となり,こ れに反 し脾では潟血時は極めて低濃

度を示 したが,非 潟血時は血清 と同様に高濃度を示した｡

その他の臓器では殆ど変化を認めなかつた｡

3.一 方Ad及 びAtrで はPcの 血中濃度のピーク

は小 となり,又 遅れて出現 した｡そ の際組織濃度は,潟

血及び非潟血のいずれも,脳 では減少を示し,脾 臓では

増加を認めた｡そ の他の臓器では著 しい変化を認めなか

つた｡

すなわち,こ れ等自律神経毒はPcの 吸収ならびに排

泄に影響を与えることを認めた｡

(3)抗 生 物 質 の 中福 作 用 に 関 す る研

究(第1報)

中 塚正行 ・大下浩二

広島大学医学部薬理学教室

PenicillinGカ リウム(PG),Streptomycin(SM),
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及 びChlortetracycline(AM)を 用 い,体 重2.5kg前

後 の 健 康 家 兎 の大 槽 内 に 適 用 した 際 の呼 吸,血 圧 及 び そ

の 他 の 一 般 状 態 を 観 察 し,次 の如 き成 績 を 得 た｡

PG300u/kg～4,500u/kg適 用 の際,血 圧 は 一 過 性 に

下 降 の 後 上 昇 し,こ の 上 昇 は 長 時 間 持 続 した｡呼 吸 は軽

度 一 過 性 の 抑 働 の 後,促 迫 及 び 不 整 とな る｡こ の よ うな

作 用 は,お お む ねPGの 濃 度 に 比 例 し,4,500u/kg適

用 例 で は,血 圧 は まず23mmHg下 降 の後65mmHg

上 昇 した｡

また,間 代 性 樫 攣 が 発現 し,そ の 度 は750u/kg～50%

以 上,2,000u/kgで は80%以 上 及 び4,500u/kgで は

100%で あつ た｡

AMO.1～0.5mg/kg適 用 の際,0.1mg/kgで は 殆

ど変 化 は ない が,0.5mg/kgで は 呼 吸 は促 迫 し血 圧 は

まず50mmHg下 降 の 後18mmHg上 昇 し,約10分

後 に正 常 に 復 した｡そ の 際,PGに 見 られ た痙 攣 発 現 は

な か つ た｡

SMO.5～5mg/kg適 用 の 際,0.5mg/kgで は,殆 ど

変 化は な い が,5mg/kgで は 呼 吸 は抑 制 後 促 迫 し,血

圧 は まず10mmHg下 降 後,15mmHg上 昇 し,約7

分 後 に 旧 に 復 した｡そ の 際,PGに 見 られ た 擁 攣 発 現 は

な か つ た｡

以上 の 如 く,1,2抗 生 物 質 を 大 槽 内 に 適 用 した 際 は

血 圧 は 一 過 性 に 下 降 後 上 昇 し,そ の度 は お おむ ね 適 用 量

に比 例 し,PGで 最 も大 で あ り,AM及 びSMの 順 と

な る｡な お,PG適 用 時 の間 代 性 座 攣 発 現 は独 特 な もの

で あ つ た｡

この よ うな 獲 攣 はChlorpromazineの 前 あ る い は 後

処 置 に よ り消 失 し,血 圧 の 下 降 及 び上 昇 は 軽 減 し,と く

に 上 昇 は 殆 ど 消失 した｡

Methy1-Hexabita1前 あ るい は 後 処置 及 び胸 髄 切 断 の

何 れ に 於 て も痙 攣 及 び 血 圧 の下 降 並 びに 上 昇 は 一 過 性 に

や や 軽 減 した｡な お,胸 髄 切 断 で は下 半 身 の擁 攣 の み 消

失 した｡

そ の 他,Atropine,Imidalin前,後 処 置 並 び に 迷 走

神 経 切 断,及 び 副腎 捌 出 の何 れ に 於 て も痙 攣 発 現 に は 全

く影 響 しな い｡な お,Atropine前 処 置 で は 血 圧 下 降 が

軽 減 した｡

(4)Fradiomycinの 検 定 値 に与 え る

影響 に つ い て

浜田義雄 ・緒方浩一

醗 酵 研 究 所

Fradiomycin(NeomycinB,C=Dextromycin)の 塩

酸 塩 の濃 度 匂 配 と硫 酸 塩 の そ れ とは 拡 散 法,稀 釈 比 濁 法

の いず れ で で も異 る｡拡 散 法 で はB.subtilisPCI219を

被 検 菌 とす る と 明 らか に 差 がみ られ,そ の た めFradio・

mycin塩 酸 塩 を常 用標 準 と した 場 合 と,硫 酸 塩 常 用 標

準 を 用 い た場 合 とで試 料 の 測 定 力 価 が 異 つ て くる｡例 え

ば 試 料6B(n2Soa)の 力 価 を575、Hcl)と607(H2so4)の 常 ・

用標 準 を 用 い て5回 にわ た り測 定 して み る と584.4力 価,

と629.8力 価 に 得 られ,そ の 間 に 有 意 差 が 認 め られ る｡,

しか しM.pyo.var.a"reusFDA209P菌 で は575・

(Hei),607dH2so,)を 常 用 標 準 に す る と646・6力 価 と

636.3力 価 の 近 似 力 価 に得 られた｡

Neamine(NeomycinA)がFradiomycinに 混 在 ナ

る と,B.subtilisで は 阻 止 円径 に 極 め て 大 きな 影 響 を与

え る｡Streptomycin検 定 用 培 地 でcup法 で測 定す る

と,Fradiomycin100mcg(u)/ccの 試 料 にNeamine含

量0%の 時 は20.6mmの 阻 止 円 径 が10%で は22・9

mm,20%で は24.4mmを 示 した｡こ の 場 合 に 無機 塩

KC1,NaC11.0%の 培 地 内 添 加 はNeamineに よる阻止:.

円径 の増 加 を防 ぐこ とが で きた｡ま たNaBr,Na2SO4,t

NaNO3,MgC12,MgSO4で も 同様 の結 果 が 得 られ たe

しか しM.P妙o｡var.a%reusはNeamineに よつ て殆li一

ん ど影 響 され ず,B｡megatheriumは20%Neamine・

含 有 試 料 で全 く影響 を うけ な か つ た｡

亜 鉛,鉄,ゴ パ ル ト,一 ッ ケル,マ ン ガ ン,パ ラジヴ

ム,マ グ ネ シ ウ ム,銅,銀 な どの 金 属 は20～58mGgmok

濃 度 内 でFradiomycinの 阻 止 円径 に影 響 を与 えな い｡

またB.sub彦ilisPCI219,ルf.勿o.var.aureusFDA.

209P菌 に よる検 定誤 差 の 変 動 係 数 は 夫 々6.19%,6・55・

%で あ つ た｡

(5)抗 生 物 質 の 末 梢 リ ン パ 中 に お け

る 態 度

荒 井 英 ・測 畑 徳 幸

大 阪 市 大 医 学 部 白 羽 外科

私 ど もは 臨林 上 に 広 く用 い られ て い る数 種 の抗 生物 質

の組 織 内 濃 度 を 推 測 す るた め に,こ れ を家 兎 に投 与 して,.

そ の 末 梢 淋 巴 中 濃 度 を 測 定 し,こ れ を 同 時 刻 の 血 中濃 度

と比 較 して,こ れ ら抗 生 物 質 の リ ンパ 移 行 度 に つ いて 検

討 して み た ◇す な わ ち,体 重2kg～3kgの 健康 な 家兎 の

膝 窩 部 淋 巴 節 を も と め,こ れ か らで る輸 出 リ ンパ 管に ポ'

リエ チ レン管 を 挿 入 して,淋 巴液 を 容 易 に 採 取 した｡そ

こで,ぺsシ リン(P),ス トレプ トマ イ シ ン(S.T),エ ・

リス ロマ イ シ ン(E.M),クP一 ル テ トラ サ イ ク リン(C・

T.C),オ キ シ テ トtラサ イ ク リン(0.T.C),テ トラサ イ

ク リン(T,C)の6種 抗 生 物 質 を種 々 の 経 路 に よ り動 物

に 投 与 し,こ れ らが 末 梢 リ ンパ 中 に で る濃 度 を,吉 友 氏一

が 創 案 したPaperdiskmethodを 用 い て 測 定 し,こ れ・
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.と同時に測定した頸静脈血血清中濃度とを比較検討する

と共に,こ れ ら抗生物質の体液中濃度に及ぼす力揖ナマ

》fドの影響を検討 した｡P500u/kgで は静注,筋 注と

も30分 で末梢 リンパ中濃度が血中濃度を凌駕 し,S.T

では血中濃度がリンパ中濃度より高い｡E.Mで は静注

後30分 で リンパ中濃度が高い値となるが,筋 注,内 脹

{時ではつねに血中濃度の方が高い｡C.T.C,0.T.C,
'T
.Cな どでは注射後30分 ～1時 間後には,ど の投与法

によつても,末 梢 リンパ中濃度と血中濃度が接近してき

て,筋 注,内 服時の リンパ中濃度が血中濃度を凌駕する｡

つぎに血清中濃度を100と し,末 梢 リンパ移行度を百分

比で示す と,P,S、T,E.Mで は静注後30分 ない し60

分経過すると,移 行度は100以 上になるが,テ トラサイ

クリソ系抗生物質では,筋 注時,経 口投与時の方が移行'

度が高くでる｡つ ぎに力口ナマイドO.19を 注射前30

分に投与 して比較検討す ると,T.C,S.Tを 除 き,リ

ンパ中,血 中濃度 ともに単独時 より濃度が高 くなり,持

長する傾向がある｡た だ し,リ ンパ移行度は とくに著 し

か影響はない^私 どもはさらに下肢炎症巣発現時の末梢

リンパ中の諸種抗生物質の動態について,今 後検討を加

える考えである｡

(6)抗 生 物 質 の 体 内 停 滞 に 及 ぼ す

運 動 の 影 響(第4報)

ペニシリン臓器内分布に就いて(続 報)

塩 田憲三 一大井安弘

大阪市立大学医学部小田内科教室

白色マウス(雄)に ペニシリンを皮下注射し,30分 間

廻転装置により運動を負荷し,注 射後30分(即 ち運動負

荷直後),1時 間,2時 間及び3時 間目に潟血致死せし

め,血 液,腎,肝,肺,脾 及び脳のべユシリン濃度を,

安静時と各10群(但 し2匹 で1群)に 就いて比較し,次

の結果を得た｡

1)安 静時に於ける各臓器のべ=シ リン濃度の平均値

・は,注 射後30分,1時 間共に,高 濃度のものから順に記

すと,腎,肝,血 液,肺,脾,脳 の順であ り,運 動時に

於ては,注 射後30分,1時 間共に腎,血 液,肝,肺,

脾,脳 の順で,安 静時は勿論,運 動時でも腎に最も高濃

度に分布する｡注 射後2時 間,3時 間の成績を見ても,

腎並びに血液には安静時 ・運動時共,高 濃度に分布して

お り,脾 ・脳に於げる分布は僅少である｡

2)血 液では注射後1時 間迄,肺 と脾では注射後30

分値のみ,運 動負荷時の方が安静時よりも高く,そ の後

は両者の間に有意の差が認あられぬ｡腎,肝 及 び脳 で

は,終 始運動時と安静時で有意の差は見られなかつた｡

(7)抗 生物質の腸管各部菌叢(好 気

性)に 及ぼす影響に関す る実験

的研究

天 津 良 孝

大 阪 細 菌 研 究 所

体 重 約5009雄 モ ル モ ツ ト2匹 を1組 と し,之 に1日

最 オ キ シテ トラサ イ ク リン(テ ラマ イ シ ン),ク ロル テ ト

ラサ イ ク リン(2-一 一レオ マ イ シ ン)各100mg,ロ イ コ

マ イ シ ン150mgを1日3回 分割,5日 間 経 口 投 与

し,所 定 の 実 験 日に 動 物 を 放 血 致 死 せ しめ て十 二 指腸,

空 腸,盲 腸,直 腸 の 内 容 を 採 取 し,そ の 細 菌 叢 の 変 動

(菌 数 消 長,菌 種 変 動),分 離 株 の 抗 生 物 質 感 受 性,投 与

抗 生 物 質 の 体 内 分 布 濃 度 に つ い て 実 験 した｡実 験 日は投

与 前(対 照 動 物),投 与 後 第1,3,5日 目及 び 第10日

目(投 与 終 了 後5日 目)で あ る｡菌 数 計 算,菌 株 分離 に

は 普 通寒 天 を 使 用 し,菌 種 同 定 は 詳 細 な 生 物学 的 性状 検

査(28項 目)に よ りBERGEYに 従 つ て 分 類 した｡真 菌

類 の 検 出 に は サ ブ ロー 寒 天 を 使 軍 した｡分 離 菌株 は 合 計

295株 で あ る｡

(菌 数 の 消 長)AM:十 二 指腸,空 腸 で は第1日 日に

激 減 し,第3日 目 も略 々 同 様,第5日Nよ りや や 増 加 し,

第10日 目に は 略 々旧 に復 した｡盲 腸,直 腸 で は 第1日

目に 激 減 しゴ 第3日 冒 よ り増 加 し始 め,第5日 目に 略 々

投 与 前 に 達 し,第10日 目に は 更 に 之 を 凌 駕 した｡TM=

十 二 指 腸,空 腸 で は 第1日 目に 激 減 し,第3,5日 圏 も

之 と 同様,第10日 目で は 多 少 増 加 す るが,投 与 前 に 遠

く及 ば な か つ た｡盲 腸,直 腸 で は 第1日 目は 著 明に 減 少

し,第3日 目 よ り増 加 して 第10日 目で は 投 与 前 の 菌 数

を上 廻 つ た｡LM:十 二 指腸,空 腸 で は 可 成 り減 少 し,

第3日 臼 よ り増 加 し,第5日 目に 略 々投 与 前 に 復 した｡

盲 腸 で は 第1日 目に 可 成 り減少 し,第3日 目は 之 と 同様,

第5日 目に は 略 々 旧 に復 した｡直 腸 で はLMの 影 響 は

認 め られ ず,個 体差 の み 見 られ た｡

(菌 種 の変 動)AM:十 二 指 腸,空 腸 で は プ ドウ球 菌

が減 少 し,グ ラム陰 性 桿 菌 特 に ア ル カ リゲ ヌ ス が 多 く検

出 され,盲 腸,直 腸 では ブ ドウ球 菌 が 少 数 に 分 離 され,

グ ラ ム陰 性 桿 菌 特 に プ ロ テ ウ ス の検 出が 顕 著 で あ つ た｡

TM:十 二 指 腸 で は ブ ド ウ球 菌 が若 干 減 少 し,実 験 後 期

に は エ ロ パ ク タ ー.パ ラ コ ロ ン等 が 多 く分 離 され た｡空

腸 で は ブ ドウ球 菌 は 減 少 し,後 に 検 出 され ず,エ ロバ ク

タ ー,プ ロ テ ウ ス,パ ラ コ ロ ン等 は 実 験 後 期 に 到 るに つ

れ て 多 く検 出 され た｡盲 腸 で は ブ ドウ球 菌 が 少 数 に,エ

官 パ ク タ ー,プ ロ テ ウ スが 主 と して 検 出 され た｡直 腸 で

は 二 官 バ ク タ ー.プ ロ テ ウ スが 多数 検 出 され た｡LM
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十二指腸ではブ ドウ球菌が減少 し,パ ラコロン,ア ク戸

ムパクターが毎回検出された｡空 腸ではブドウ球菌は検

出されず,実 験初期ではアク戸ムパクター,ア ルカ リゲ

ヌスが,後 期ではコリ,プ ロテウスが多数検出された｡

盲腸ではブ ドウ球菌,枯 草菌が少数に,工 戸パクター・

プロテウスが連 日多数分離 された｡直 腸ではブ ドウ球菌,

枯草菌を少数に,グ ラウ陰性桿菌を多数検出したが,そ

の菌種は種々であつて,特 徴は見られなかつた｡

以上を要約すると,菌 数の消長については,菌 数の制

圧はAM,TM共 に強いが,TMはAMよ り強く且

つ長く持続し,街,十 二指腸,空 腸では投与終了後に略

略投与前の菌数となるが,盲 腸,直 腸では反動的増加が

顕著であつた｡又,LMは 腸 管上部では菌数減少を認め

たが,盲 腸では更に軽度であり,直 腸では影響が殆どな

かつた｡次 に菌種の変動については,AM,TMに よつ

てブドウ球菌,グ ラム陰性桿菌の一部(コ リ等)が 制圧

され,プ ロテウス,時 に工口バクターが淘汰性増殖を示

した｡LMで はブ ドウ球菌が激減し,グ ラム陰性桿菌は

影響されず,プ ロテウス等の異常増殖は認められなかつ

た｡斯 くの如く,抗 生物質によつて腸内細菌叢の生理的

破綻を招来して生態学的空間を生じ,こ の空間を充填せ

んとして抵抗性菌株が異常に増殖 し,つ いで再び常態に

復するが,之 は抗生剤及び腸管の部位によつて差異が認

められる｡

(8)実 験 的 腹 腔 内戚 染 に 対 す る テ ト

ラ サ イ ク リ ン系 抗 生 物 質 の 単 独

お よ び 併 用 効 果

前 川 喜 代 彦

大阪市立大学医学部外科学教室

(指導;白 羽弥右衛門教授)

外科的重要疾患である腹腔内感染に対するテトラサイ

クリン系抗生物質の単独および併用効果を,NA-2均 一・

系マウスを使い,実 験的に検討 した｡

ブ ドウ球菌の腹腔内感染に対する単独効果は,CTC

が もつともすぐれてお り,OTCとTCは ほぼ同様であ

つた｡

併 用効果については,TC十CTC,CTC十 〇TCお よび

3者 併用がもつ とも有効で,全 般的にブ ドウ球菌感染で

は,併 用効果が単独効果よりもすぐれている｡

大腸菌の腹腔内感染に対する単独効果は,TCが もつ

とも有効で,OTCが これに次ぎ,CTCが もつともおと

つている｡

併用効果では,OTC十TCだ げがもつともすぐれてお

り,CTC十 〇TCと3者 併用は救命効果がもつともお と

り,TCお よびOTCの 単独効果にもおよばない｡要 す

るに,大 腸菌感染に対 しては,TC系 抗 生物質を併用し

ても,単 独投与よりも必ずしもす ぐれた効果を期待しえ

ないようである｡

ブ ドウ球菌 と大腸菌との混合感染に対するTC系 抗生

物質の単独効果については,3者 の抗生物質は全 く同様

の効果を示 した｡

つぎに,混 合感染に対するこれ ら各抗生物質の2者 併

用および3者 併用には,と もに相似た効果が認められた｡

また併用効果を単独効果 と比較す ると,混 合感染では,

いずれの併用の場合でも,す べて単独効果よりもすぐれ

ていた｡

(9)抗 生物質に よるハツカネズ ミ戚

染嶢虫の駆虫実験

川井 昭｡中 林 登 ・今西正雄

阪 大 微研 化 学療 法 研 究 部

阪 市 医 生 化 学 浜 田 稔 夫

我 々は,大 阪 大 学 に お い て 実 験 用 マ ウ ス を飼 育 管 理,

系統 等 の 面 か ら,従 来 よ りも大 幅 に改 良 を 加 え る と共に,

一方 この よ うな マ ウ スの 大 量 繁 殖 とい う事 に 関 係 してい

る｡そ の 際 寄 生 虫 感 染 が 予 想 以 上 に 多 い 事 を 知 つ たが,

実 験 動 物 の 寄 生 虫 感 染 の 聞題 は 広 く医 学 研 究 に お い て も

深 刻 に 考 慮 を 払 う必 要 が あ る と考 え られ る｡そ こで,最

も多 数 に 感 染 して い る マ ウス嶢 虫 症 の 問 題 を 採 り上 げ,

ctk,ddO,ddN,並 び にna2,以 上4種 の マ ウ スに おけ

る感 染 状 況 を み た が,Swab-testで16～30%,剖 検で

は100%で あ つ た｡

本 症 の駆 虫 実験 に は,1群10匹 のctkマ ウスを 用 い

て,6種 の 薬 剤(ピ ペ ラ ジ ンハ イ ド レイ トの ク エ ン酸 塩

及 び 硫 酸塩,バ シ トラ シ ン,オ キ シ テ トラサ イ ク リン,

グ ラ ミ シ ジ ンJ)の 一 定 量 を6日 間 経 ロ投 与 し,投 与 終

了 後72時 間 で 全 例 屠 殺,剖 検 検 鏡 に よつ て 感 染 率 及び

個 体 別 虫 体 数 を 求 め た｡結 果 は,嶢 虫 に は 全 て の 薬 剤で

効 果 を 認 め,ピ ペ ラジ ンハ イ ドレイ トの クエ ソ酸 塩 及び

硫 酸 塩(500mg/kg/daily),テ トラサ イ ク リン並 び に オ

キ シ テ トラ サ イ ク リ ン(19小kg/daily)投 与 群 で は,特

にi著 明な 効 果 を認 め た｡併 し,ctkマ ウ スに,嶢 虫 と2

重 感 染 して い た(70～100%)Hymenolepisnan二aiこ は

何 れ の薬 剤 も作 用 しな か つ た｡

我 々は,本 研 究 が 単 に 人 体 の蝿 虫 に 作 用 し得 る薬 剤の

研 究 と云 う丈 に 留 ま らず,更 に,Helminthfreeのe

ウ スcolonyを 完 成 す る1つ の 基礎 的 な 意 味 を 持 つ もの

で あ る と考 え て い る｡
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(10)ク リ プ ト コ ッカ ス 症 カ ン ジ ダ 症

の 治 療 に 関 す る 実 験 的 研 究

黒 田 稔 ・螺 良 英 郎 ・田 中 開 ・高 橋 久 雄

大 阪 大学 第 三 内 科

近 年 わ が 国 に お い て 病 原 真 菌 感 染 症 の 一 つ と して ク リ

プ トコ ッカ ス症(Cr症)が 注 目を浴 び て い る｡し か し

本症 の 治療 に つ い て は未 だ 確 実 な 方 法 が な い｡わ れ わ れ

は数 種 の抗 真菌 性 抗 生 物 質 を 用 い,本 症 の 化 学 療 法 に 関

す る 実験 的 研 究 を 行 つ た｡

1.抗 真 菌 剤 の 試 験 管 内Crypteeeccusneofermans

に 対す る最 小 発育 阻止 濃 度 をSabouraudbioth倍 数 稀

釈 法 で 測定 した結 果,Trichomycin(TM)が0・009

mcg/m1で もつ と も強 く,以 下Nystatin(NS),Anti-

pyriculinは 共 に1.25,Aurenfacin(AF),Candimy・

cin,Merzoninは0.039～0.078,Virosin,T◎yamycin,

(TyM)は0.31～0.62,UnamycinB,N◎ 、342は5.0,

AmphotericinA>10,B,2.5mcg/m1で あ つ た｡

2.実 験 的Cr症 作 成 に 関 す る基 礎 的 条 件 を検 討 し,感

S染 防 禦
,治 療 効 果 判 定 に は マ ウス 静 脈 内 にCryptOCOCCUS

を接 種 し,敗 血 症 死 に よ る死 亡 率,剖 検 所 見,臓 器 培 養

集 落 数(肺,脾,脳),さ らに 病 理 組 織 所 見 を参 考 とす

るの が よい こ とを 知 つ た｡

3.上 記 の実 験 的Cr症 に 対 す る感 染防 禦 な い し治 療

1効果 はAmphotericinB腹 腔 内及 び経 口投 与 に よつ て

最 も著 明 で あ り,つ い でTMに も可 成 りの効 果 を み と

め た が,AmphotericinA,UnamycinB,Toyamycin,

AF,NSの 治 療 に よつ ては 効 果 が 顕 著 で な か つ た｡又

AmphotericinBは 経 口投 与 に よつ て も効 果 が 認 め られ

た｡

4.実 験 的 カ ンジ ダ症 に対 す るToyamycin,Ampho・

tericinA及 びBの 感 染 防 禦,治 療 効 果 を 検 討 した 結

果,AmphotericinBの 腹 腔 内治 療 で は …著効 をみ と めた

が,そ の 他 の も の では 著 しい 効 果 は 認 め られ なか つ た｡

(11)グ ラ ミ シ ジ ンJの 経 口 投 与 に

関 す る 研 究

平 松 慎 一 郎

大 阪 市 大 医学 部 生化 学 教室

グ ラ ミシ ジ ンJ(以 下Gr.J)の 毒 性 を種 々 の投 与 法

に つ い て比 較 す る と経 口投 与 で は著 し く毒 性 が 低 い(LD

50は 腹 腔 内注 射 の 約35倍)｡そ こで 経 口投 与時 の吸 収 排

泄 土量 を家 兎 に つ い て 検 討 した｡定 量 法はB.subtilisp.C.

L219を 検 定 株 とす るCylinderplatemethodで あ る｡

GrJに1%Trypsin溶 液 を5時 間作 用 させ たが 力

価 に 影響 を 来 さな か つ た｡又 腸 内細 菌 に 依 り分解 され な

いo

家兎に対する投・与量は500mg/k1回,300mg/kを

12日 間隔で2回,150mg/k1回,100mg/k1回 である｡

前2者 は何れも投与後下痢,衰 弱,蝿 死の順をたどつて

いるが,後2者 は生存している｡投 与後血液,尿 中より

Gr.Jを 検 出しなかつた｡投 与後6日 間の糞便の酸性メ

タノール抽出物も力価な く,糞 便にGr,Jを 添 加した揚

合及び糞便のみの抽出物にGr.Jを 添加した場合何れも

力価を認めなかつた｡従 つて糞便の成分に依つてGr.∫

の力価が阻止されるものと考え,家 兎の褒胆汁について

GrJの 力価に及ぼす影響を検討した処,胆 汁とGr.J

との混合物ではGr.Jの 力価が抑制されることが認めら

れた｡こ の混合物からGr.Jは 容 易に分離 し得るので,

この場合Gr.Jと 胆汁成分とは結合状態を形成 している

ものではない様である｡

Desoxycho1酸 も同様Gr.」 と共存することに依 り

Gr、Jの 力価が抑制されることが認められた｡

Desoxychel酸 とGr.JをEthanol中 で加温したが

cholein酸 を形成 しなかつた｡

(12)化 学 療 法 剤 が 体 外 培 養 組 織 の発

育 に お よぼ す 影 響

高 須 淳

大阪歯科大学ロ腔外科学教室

抗生物質を生体に応用すれば,病 原性微生物に対 して

拮抗作用を発揮するばか りでな く,さ らに生体の細胞自

体に対 してもなんらかの作用をおよぼすことは容易に考

えられるところである｡そ れゆえ,生 体に対する全般的

な毒性や生体の組織細胞自体に対する作用については,

当然別箇の角度か ら観察 されるべきであり,こ れについ

てもすでに多 くの業績がみられるが,生 体組織細胞に対

する作用についてのこれまでの研究は案外す くない｡

化学療法剤が線維芽細胞の新生,発 育や白血球の生存

ないし機能にどんな影響を与えるかをあきらかにするこ

とは臨床上にも重要な問題である｡そ こで,鶏 胚心組織

からえた線維芽細胞と鶏血大単核球を体外培養し,こ れ

に化学療法剤を作用させて,そ の発育におよぼす影響に

ついて検討 した｡そ の結果,1)抗 生物質はいずれも比

較的高濃度でも組織の発育は許され,低 濃度になるにし

たがつてかえつて発育を促進する傾向がある｡2)抗 腫

瘍性物質は比較的低濃度で組織の発育抑制作用が強 くみ

られる｡3)大 単核球は線維芽細胞に較べると,化 学療

法剤に対するi抵抗性ははるかに弱い｡

これらの抗生物質を臨床上応用してえられる血中ある

いは臓器内濃度は実験に用いた濃度よりもはるかに低い

ものであるから,日 常使用する量においては培養組織の




